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プリオン病の補助診断法として、髄液中 14-3-3 蛋白は有用であるが特異性に

劣る。確定診断のためには異常プリオン蛋白を検出する必要である。髄液中の

異常プリオン蛋白は通常のELISA法、ウェスタンブロット法では検出できない。

我々は異常プリオン蛋白を効率よく試験管内にて増幅する方法を開発し、髄液

中の微量の異常プリオン蛋白を検出しうる検査法を確立した。本検査法の開発

経緯、感度・特異度等について紹介する。 

 
 

 

 

 

多数の皆様の御来聴を歓迎いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先：脳神経病態学分野 水澤 英洋 (Tel:03-5803-5233) 
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